
９
将
軍
吉
宗
を
め
ぐ
る
紀
州
下
り
の
医
薬

人
八
代
将
軍
吉
宗
の
い
わ
ゆ
る
享
保
の
治
は
、
薬
事
行
政
面
Ｆ
お
い

て
画
期
的
な
時
代
だ
っ
た
。

主
な
政
策
は
、
幕
府
の
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
の
国
産
薬
物

の
開
発
・
奨
励
を
前
提
と
す
る
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

一
、
官
営
薬
園
の
整
備
と
増
設

二
、
国
内
薬
物
資
源
の
調
査
と
採
薬
使
の
派
遣

三
、
国
産
薬
種
（
和
薬
）
の
検
査
機
関
「
和
薬
改
会
所
」
の
開
設
と

流
通
機
構
の
整
備

四
、
諸
国
物
産
（
天
産
物
）
調
査

こ
う
し
た
政
策
の
具
体
的
遂
行
の
た
め
、
民
間
か
ら
優
秀
な
人
材

を
起
用
し
た
。
と
く
に
在
野
の
本
草
家
の
起
用
と
そ
の
活
躍
禧
つ
い

て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
吉
宗
側
近
に
仕
え
た
人
た
ち
の

宗
田
一

中
に
本
草
・
薬
種
に
秀
で
た
者
が
お
り
、
吉
宗
の
良
き
、
プ
レ
ー
ン
役

を
は
た
し
た
と
み
ら
れ
、
紀
州
藩
出
身
の
医
師
た
ち
を
含
め
、
そ
の

存
在
は
無
視
で
き
な
い
。

紀
藩
出
身
の
幕
府
医
官
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
今
回
は
『
有
徳
院
殿
御
実
紀
』
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
本

草
家
で
幕
府
御
庭
番
だ
っ
た
植
村
左
平
次
（
政
勝
）
に
つ
い
て
ふ
れ

て
み
た
い
。

※

紀
藩
飛
地
の
松
坂
在
生
れ
の
左
平
次
は
、
紀
州
以
来
の
御
庭
番
出

身
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
御
庭
番
家
筋
（
十
七
家
）
」

で
は
な
く
、
そ
の
内
の
藪
田
家
の
下
役
と
し
て
仕
え
、
上
役
の
藪
田

家
は
、
小
次
郎
君
（
吉
宗
次
男
、
の
ち
の
田
安
宗
武
）
に
供
奉
し
た
紀
藩

「
薬
込
役
」
（
隠
密
御
用
）
三
名
の
内
の
一
家
で
あ
る
。

佐
平
次
は
、
吉
宗
供
奉
の
一
人
と
し
て
七
月
に
江
戸
入
り
し
、
藪

田
家
の
入
府
は
十
日
だ
か
ら
、
上
役
と
な
る
藪
田
家
よ
り
早
く
入
府

し
た
こ
と
に
な
る
。

藪
田
家
の
下
役
に
配
属
さ
れ
、
幕
府
の
「
御
広
敷
伊
賀
者
」
淳
一
組

み
入
れ
ら
れ
、
間
も
な
く
し
て
「
御
薬
草
御
用
」
の
、
た
め
御
庭
番
下

役
の
職
を
離
れ
採
薬
使
と
な
っ
た
。
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源
次
（
政
辰
）
が
継
い
だ
。

五
年
（
一
七
二
○
）
九
月
十
三
日
に
は
、
新
設
の
駒
場
御
薬
園
預
を

命
ぜ
ら
れ
、
士
一
年
（
一
七
二
七
）
十
二
月
二
十
一
日
に
加
増
さ
れ
て

三
○
俵
二
人
扶
持
と
な
っ
て
、
よ
う
や
く
御
庭
番
職
最
下
級
（
御
目

見
以
下
）
の
「
伊
賀
御
庭
番
」
と
同
格
と
な
っ
た
。

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
閨
十
一
月
一
日
に
は
、
家
格
が
上
っ
て

一
‐
休
息
御
庭
締
戸
番
並
」
を
兼
帯
し
五
○
俵
二
人
扶
持
、
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
に
は
、
さ
ら
に
昇
格
し
て
「
添
番
並
」
と
な
っ
て
五
○

俵
三
人
扶
持
に
加
増
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
み
て
も
、
左
平
次
の
家
格
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
「
御
庭

番
」
の
家
格
に
見
合
う
昇
格
で
、
表
向
と
裏
向
の
勤
務
が
こ
こ
に
見

え
隠
れ
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
表
向
勤
務
は
「
御
薬
園
預
」
で

あ
り
、
裏
向
勤
務
は
「
遠
国
並
び
に
地
廻
り
御
用
の
、
い
わ
ゆ
る
隠

密
」
で
あ
る
。

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
十
二
月
二
十
四
日
、
さ
ら
に
昇
格
し
て

「
吹
上
添
奉
行
」
と
な
り
百
俵
三
人
扶
持
と
な
り
、
別
に
役
料
と
し

て
五
人
扶
持
、
年
五
両
が
給
せ
ら
れ
、
御
目
見
の
家
格
と
な
っ
た
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
七
月
十
七
日
、
病
の
た
め
職
を
辞
し
小
普

請
支
配
と
な
り
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
致
任
し
、
家
督
は
子
の
左

※

左
平
次
預
の
駒
場
御
薬
園
の
薬
種
は
、
小
石
川
御
薬
園
の
よ
う
に

毎
年
十
二
月
に
下
付
し
て
い
た
よ
う
で
、
小
石
川
の
そ
れ
が
特
定
の

官
医
下
付
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
奥
医
師
に
限
定
し
て
下
付
さ
れ
た

の
は
、
品
種
・
数
量
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

典
薬
頭
今
大
路
親
顕
の
『
商
山
年
譜
』
に
、
享
保
十
六
年
（
一
七

一
三
）
か
ら
三
ヵ
年
間
の
下
付
が
記
録
さ
れ
、
新
番
頭
兼
小
姓
（
の

ち
小
姓
組
番
頭
兼
奥
務
）
の
吉
宗
側
近
の
一
人
小
笠
原
石
見
守
政
登

（
紀
藩
出
身
）
を
経
て
薬
種
二
九
種
が
下
付
さ
れ
た
こ
と
が
承
え
て
い

マ
（
》
○

十
六
年
十
二
月
に
は
下
付
の
人
名
の
記
載
は
な
い
が
、
十
七
年
に

は
昨
年
通
り
今
大
路
親
顕
、
河
野
松
庵
、
橘
隆
庵
、
数
原
通
玄
に
そ

れ
ぞ
れ
等
分
量
、
丸
山
昌
貞
へ
は
見
合
せ
数
量
下
付
、
十
八
年
に
は

丸
山
貞
安
が
一
名
増
え
て
お
り
、
こ
れ
は
十
六
年
十
二
月
十
九
日
に

貞
安
が
奥
医
と
な
っ
て
二
年
目
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
京
都
市
）
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